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1 ．は じ めに

　河川争奪 は 隣接 す る 2 つ の 河 川 で ，
一

方 の 河 川 が 他

方 の 河川 の 流域 の
一

部 を 奪 う現象 で あ る．

　大阪府河 内長 野 市南海 高 野 線千代 田 駅付近 に は ウ

イ ン ドギ ャ ッ プ 地 形 が 存在 し，河 川 争奪 が 現 在 も 進行

中 で あ る．奪 う側 の 河 川 は 急勾配 で 東流 し 大 和川 水 系

石 川 に 注 ぐ．奪わ れ た 側 は 標高 llOm 前後 の 丘 陵で 西

に 緩 く傾 斜 し ， 表 流水 は 天 野 川 に 合流後，狭 山池 か ら

西 除川，東除川 を経 て 共 に 大和川 に 注 ぐ （図一1）．

　本研究 は ，こ の 河 川 争奪地 形 とそ の 成 因 解 明 を 囲的

とす る．

　　　　　　　図一1　調査 地 域 の 地形

2 ．　 古期扇状地 と 河川争奪

　調 査 地 付 近 か ら西 側 の 地 形 を 見 る と，狭 山 池 下 流域

に は 千 代 田 駅 付近 を 扇 頂 と し，北北西 に 0．5％ 前後 で 緩

や か に傾斜す る古期扇状地 が 広 が る （図・1）．そ の 広 が

り は ，仁徳天 皇 陵か ら大 和 川 左岸 あた りまで の 幅 10km

程度，面 積 約 95k 皿

2
に 及 ぶ ．

　現在，こ の 扇状 地 に 流入 す る河 川 は 大 和 川 水 系 天 野

川 で あ る が ，扇 状地形成時 に は 天野川 に 大和川 水 系 石

川 が 流 入 し ，現在 よ り も 巨 大 な水 系 の 河川を形成 し て

い た 可 能 性 が 指 摘 され て い る
1）．こ こ で は こ の 扇 状 地

を 形成 した河川を 「古石 川 」 と定義す る．

　天野川
・石 川間 に お い て 分水 界 が 非常 に 不 明瞭 で あ

る 上 に ，石 川水系 に お い て 水系 の 発達 が 乏 し い ．特 に

石 川 左 岸 で そ の 傾 向 が 顕 著 で あ る，こ れ は，現 在 の 石

川左 岸 に そ っ て 西 側 が 隆起，すな わ ち，下流側 が 隆 起

す る こ とで 水 が 流れ な くな り現 在 の 石 川 へ と流路 が 変

更 し た
1） と され て い る （図

一2，図
一3）．

　石 川 左 岸 に は 直線 的 な線構 造 が み られ ，こ れ は 羽 曳

野背斜構造
2 ）と され た もの と ほ ぼ 一

致 し，ピ ン ク 火 山

灰 層 の 深 度 分 布 に よ っ て 基 盤 に 変 位 が 確 認 され て い る．

さ ら に こ の 線構造 は ， 羽 曳 野 起震断層 の 富 田林 セ グ メ

ン トと命名 され て い る
3 ）．

　富 田林 セ グ メ ン トは ，西側隆起 の 逆断層 で ，前回 の

活 動 は 2．1 万 年 前，変 位 量 は 石 川 流 域 の 段 丘 面 の 左 岸

と右 岸 の 高度 不
一

致 か ら西 側 が 2．1m 隆起 し た と 推定

され て い る
3 ）

図
一2 調 査地付近 の ウイ ン ドギ ャ ッ プ 地 形
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　図
一3　河川争奪 を起 こ し た 推定断層運動

3 ．地質分布 か ら見 た 地 下構 造

　調査地付近 の 地 質分布
4 〕を 見 る と ， 南東 側 で は 下 位

よ り花崗岩類，和泉層群 ，火山岩類 が 分布 し，こ れ を

不 整合 に 覆 っ て 大 阪層群 下 部，大 阪 層群 上 部 が 西 側 に

広 く分 布 す る．

　すなわち，西側 ほ ど新 し い 地 層 が 分布 す る 地 質構 造

か ら ， 少 なくとも大阪層群堆積時 に は 東側 が 高 く　（隆

起），西側 が 低 い （沈 降） の 地 盤 構 造 が 読 み 取 れ る．
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　　　図 一4　調査 地付近 の 地質分布
4 ）

を簡略化

4 　 微動探査 に よ る 地下 構造

　 地 質 分 布 か ら読 み 取 れ る 基 盤 構 造 と河 川 争奪 を起 こ

し た 新 し い 地 質 構 造 と は ，全 く逆 セ ン ス の 構 造て あ る

こ の た め ，断層を挟 ん た 両側 の 地下構造確 認 を 目的 に，

河 内長 野 市立 千 代 田 中 学 校 ク ラ ウ ン ト，汐 ノ 宮 公 園て

SPAC 法 に よ る微動探査 を行 っ た 　 （図一5）
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図一5　 SPAC 法 に よ る微動探査 配 置

　　　　　　　　 図一6　分 散 曲 線

　 そ の 結果，2 地 呉 の 分散 曲線 （図　 6）を見 る と地下

構造 に 明瞭な違 い が あ り　 汐 ノ宮公 園 の 方か 浅 い 基盤

深 度 か 予 想 さ れ る　 速 度構 造 解析 の 結 果 ，両 地 点 と も

地 震 基 盤 ま て は 達 しな い が，S−・1700m ！s 以 上 の 地 層 上

面 深度 か 千代 田 中学校 360m （標 高 245m ），汐 ノ 宮 公

園 150m （標 高 78m ） と され る 　（図一7） さらに，速度

層 S−660m ！s を 境 に 上 位 で 両 地 点 間 の 標 高 が 逆 転 す る
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図一7　微動探査 に よ る S 波速度構造断 面

5．ま と め

　 従 来 の 知 見 と今 回 の 解析結果 か ら 千 代 田 駅 付 近 に

見 られ る ウイ ン トキ ャ ノ ブ 地形 は 河 川 争奪 に よ る も の

で 　そ の 成因 は 石 川 左 岸 に 連続す る 羽 曳野 起震断層富

田林 セ グ メ ン トの 活 動 と 関 連す る と考 え られ る

　微動探査 か ら求 め た S 波速度構造 は 地質分布 か ら読

み 取 れ る 東 側 隆 起 の 基 盤 構造 と調和的 で ，S−660m ／s よ

り浅 い 表層部 の 速度構造 は 西 側隆起 の 新 しい 地 質構 造

に
一

致 す る

　 し た か っ て ，こ れ ら の 関係 は 　か つ て 正 断 層 と し て

活 動 し大 阪 層群 を 西 側 に 堆積 させ た 構造 か 現在 は 逆断

層 と し て 活動す るイ ン ハ
ー

ン ヨ ン テ ク トニ ク ス と 判 断

され る　こ の 結 果 ，羽 曳 野 背斜 は 逆 断 層 運 動 に 伴 う断

層 関連褶曲 と し て 評価 され る

　 石 川流域　天野川流域　大阪平野南部扇状地い ずれ

に も 中位 段 丘 堆 積層 が 見 られ る か，低位 断層堆積層 は

石 川 流域 の み に 見 られ 天 野 川 流域及 び 扇 状 地 内 に は 見

られ な い 　 こ の こ と か ら，河 川 争奪 を起 こ す引き金 と

な っ た断層変位 は 中位 段 丘 堆 積 中 以 降 か 起 こ っ た と考

え られ る　今後，こ れ ら の 事象を総合的 に 検討 し 、周

辺 地 域 の テ ク トニ ク ス を解 明 し て い く予 定て あ る
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